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1.はじめに

六朝時代の洞天説に関しては資料が限られているうえに、 すでに優れた研究

がいくつも発表されているため＼ そこに付け加えることはもう何もないと思

われるかもしれないが、 筆者はあえて「 二許と洞天」というテ ー マに取り組

んでみたい。 というのは、 二許すなわち許謡(305~376)と許翻（341~

370)という二人の仙道修行者と洞天との関わり方を追跡することによって、

上清の啓示ひいては道教全体における洞天説の特徴を、 従来の研究とは違った

かたちで浮かび上がらせることができると思ったからである。 そこで、 まずは

第二節で先行研究を整理しながら、 洞天説と茅君信仰の形成について、 現段階

で明らかにされていることおよび残された問題を洗い出し、 それらを踏まえて

第三節から本題に入ることにしたい。

茅山の華陽洞(2012年8月）

注1 … 末尾の参考文献一覧

を参照。
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注2 … 陳国符(1963)9 

~11頁。

注3 … 張超然(2008) 93 

頁。

注4 … 「九錫真人三茅君碑」

については、魏斌(2014)、

孫斉(2014) 138~155 

頁を参照。
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茅山の元符万寧宮(2012年8月）

2．洞天説および茅君信仰の形成

(1) 茅君内伝

洞天説の形成にはいくつかの段階があるとされるが、『茅君内伝』 の成立を

もって洞天説が初期的完成を見たとすることにほぼ異論はないと思われる。 た

だ、『茅君内伝』 のテキストについては若干複雑な問題がある。

まず、 その成立年代についてはさほど大きな問題はなく、 東晋中期の茅山 で

成立したとする見解が陳国符氏以来広く受け入れられているが •2、 近年、 張超

然氏が 『真詰』 (HY1010) の詳細な分析から、 興寧三年 (365) 六月十五日

から七月十五日の間に許謡に啓示されたという具体的な年代 を示している •30

妥当な見解だろう。

次に『茅君内伝』の異本については、 いまのところ大きく分けて以下の三種

があるとされる。①『茅山志』(HY304)巻五「三神紀」、②『雲笈七鍛』 (HY1026)

巻百四「太元真人東嶽上卿司命真君伝」、 ③『茅山志』巻ー 「天皇太帝授茅君

九錫玉冊文」、 巻二十「九錫真人三茅君碑文」。 ③は梁の普通三年 (522) に茅

山の華陽南洞の洞口に立てられた「九錫真人三茅君碑」の一部とされ ＂、 この

なかで最も古い由来をもつ。

先行研究では、 ①と②のどちらが東晋中期の『茅君内伝』 の原本に近いかが

問題になることがあった。 まず、 イザベル・ロビネ氏は①が②の内容をほぼす

べて含んでいること、および『太平御覧』（とそこに孫引きされた『登真隠訣』）



所引の『茅君内伝』には、 ①にしか一致しない内容が含まれていることから、

①のほうがより原本に近く、 ②はその節略本であるとした冗 一方、 李豊榊氏

は①は東晋末に成立した『漢武帝内伝』(HY292)の内容を取り込んでいるた

め、その内容を含まない②のほうが原本に近いとした冗しかし、『漢武帝内伝』

と『茅君内伝』の関係については、 小南一郎氏が述べているように、 『漢武帝

内伝』が①の内容を取り込んだと見ることもできるため叉必ずしも①を東晋

末以降に引き下げるべきだとはいえない。そこで 現在では、 張超然氏や魏斌氏

をはじめ、 ロビネ氏の見解を支持する研究者のほうが多いようである。

ただ、 筆者としては①と②の先後関係は 一概には決められないと考える。と

いうのは、①と②の冒頭数丁を比較した場合、②の文章ほうが③や劉宋装咽『史

記集解』所引の『太原（ マ マ）真人茅盈内紀』などの古い資料により近く、 ①

の文章のほうが節略されていることが明らかだからである。したがって、 今後

は①と②の先後関係を問題にするよりも、 複数の異本を照らし合わせてより原

本に近い『茅君内伝』を復元することを目指すべきではなかろうか。

以上三種のほかに、 『神 仙伝』にも「茅君伝」が収められており、 それにつ

いては張超然氏による詳細な研究がある。それによると、 「茅君伝」のテキス

トには大きく分けて四庫本と漢魏本（『広漢魏叢書』）の二系統があるが、 その

うち漢魏本が葛洪の「茅君伝」により近いものであり、 四庫本は東晋中期に成

立した『茅君内伝』の内容を踏まえたものだという冗つまり、 成立順序とし

ては、 漢魏本「 茅君伝」→『茅君内伝』→四庫本 「茅君伝」となる。

以上は異本の問題であるが、『茅君内伝』には多くの侠文があり、 その問題

についても少し整理しておきたい。まず、 ロビネ氏は①がより原本に近いとは

いうものの、 それもやはり改変されているとし、 とくに本来そこに含まれてい

たはずの内容を三種に分けて整理している。 第 一に『真詰』、『茅山志』、『太平

御覧』に残された茅山の描写と歴史。 第二に『太極真人九転丹経訣』(HY888)

の内容すなわち仙薬の作り方。 第三に『上清明堂元真経訣』(HY424)に含ま

れる 「 明堂玄真の法」である
．，。 従うべき見解だろう。

三種の侠文のうち、 洞天説との関係で最も重要なのは 第 一の「 茅山の描写と

歴史」であり、 とくに 『真詰』巻十 ーでは陶弘景が『茅君内伝』の内容を紫書

大字で引用し、 茅山に関する真人たちのお告げと照合している"°。 現行の『真

詰』版本では、 文字の色と大きさから、 『茅君内伝』からの引用部分と真人た

ちのお告げの部分を見分けることはできないが、 近年、 張超然氏が詳細な内容

分析によってその判別を行なっており •II、 その成果は『茅君内伝』の復元に

大きく貢献するものである。

最後に『白孔六帖』（唐白居易原本、 宋孔伝続撰、 宋異仲術注）巻 六注釈と

『淵鑑類函』（清張英等撰） 巻二十五に見える侠文について取り上げたい。この

資料は洞天説の形成を考えるうえで非常に重要なものだが、 従来あまり注目さ

注5 …Robinet1984, tome 
2, pp. 390-392. 

注6 … 李豊榊（1986)27 
~36頁。

注7 … 小南(1984)396頁。

注8 … 張超然 (2008)
113~119頁。 また、 同
152~154頁には四庫本

と漢魏本の対照表が示され

ている。

注9 …Robinet 1984, tome 
2, pp. 394-397. 「 明堂玄

真の法」と『茅君内伝』の

関係については、 金志眩
(2013) にも詳細に述べら

れている。

注10 … 「凡此後紫書大字

者、 並茅三君個所記也。 博

既以賓秘、 見之者稀。 今

謹抄取説山事、 共相證顕」

(la、 陶注）。

注 11 … 張 超然（2008)
93~95頁、109~111頁。
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注 12•• 管見の限り、 魏斌 れることがなかったように思われる
＊12。 以下、 『白孔六帖』注のものを示す。

(2019) で言及されている
くらいである。

注13 … この部分の読み
方は、『太 平御覧』巻
六百七十八所引の『茅君内
伝』に「五岳及諸名山、 皆

有洞室、或三十里、二十里、
十里、 岳洞方百里也」とあ
るのを参考にした。

注14 … 「茅君内偉、 大天
之内有（元）〔玄〕 中之洞
三十六所。第 一王屋山之洞、
周廻萬里、 名曰小有清虚之
天。 第二委羽之洞、 周廻萬
里、 名曰大有空明之天。 第
三西（域土）〔城玉？〕山
之谷、 周廻三千里、 名曰太

（元）〔玄〕捻員之天。 第四
西方（元）〔玄〕三山之谷、
周廻千里、名曰三（元）〔玄〕
極員之天。 第五青城之洞、
周廻二千里、 名曰賓仙九室
之天。 第六赤城丹山之洞、
周廻三百里、 名曰上（酒）
〔清〕平之天。 第七羅浮山
之洞、 周五百里、 名曰朱明
曜員之天。 第 八句曲山之
洞、 周 ー百五十里、 名曰 金
壇華陽之天。 第九林屋山之
洞、 周四百里、 名曰左神幽
墟之天。 第十括蒼之洞、 周

廻三百里、名曰成徳隠（元）
〔玄〕之天。 凡此十洞、 皆
仙人蓋員之陰天内宮也。 其
八海之中、 毘裔、 蓬莱、 方
丈、 温洲、 消波、 白山、 八
停之神山、 山皆有洞宮、 或
有方千里、 五百里、 非名小
天之例、 不在三十六天之洞
敷也。 五岳及名山洞室、 或
三 十里、 二十里、 十里、 難
並合神仙之（言）〔宮〕、 又
非小天之敷、 岳洞萬里。 其
岱宗山之洞、 周三千里、 名
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これは『茅君内伝』の記述である。 大天のなか（＝この世界）には神秘的

な洞天が三十六か所ある。 第 一は王屋山の洞、 大きさは 一 周 一万里、「 小

有清虚の天」と呼ばれる。 第二は委羽山の洞、 大きさは 一周 一万里、「大

有空明の天」と呼ばれる。 第三は西城玉山の谷、大きさは 一周三千里、 「太

玄捻真の天」と呼ばれる。 第四は西方玄三山の谷、大きさは 一周千里、「 三

玄極真の天」と呼ばれる。 第五は青城山の洞、 大きさは 一周二千里、「宝

仙九室の天」と呼ばれる。 第六は赤城丹山の洞、大きさは 一周三百里、「上

清平の天」と呼ばれる。 第七は羅浮山の洞、 大きさは 一周五百里、 「朱明

曜真の天」と呼ばれる。 第八は旬曲山の洞、大きさは 一周 ー百五十里、「金

壇華陽の天」と呼ばれる。 第九は林屋山の洞、 大きさは 一周四百里、「左

神幽墟の天」と呼ばれる。 第十は括蒼山の洞、 大きさは 一周三百里、「 成

徳隠元の天」と呼ばれる。 この十か所の洞はいずれも仙人や霊妙な真人が

住む陰天 （隠れた天）の奥深い宮殿である。 八海に浮かぶ崖裔、 蓬莱、 方

丈、 温洲、 消波、 白山、 八停の神山にはそれぞれ洞宮があり、 あるものは

千里四方、 五百里四方の大きさだが、 小天（いわゆる洞天）と呼ばれるも

のではなく、 三十六か所の洞天には数えられない。 五岳および名山の洞室

は、 あるものは大きさ三十里、 二十里、 十里であり、 神仙の宮殿に相応し

くないため、 小天には数えられないが、 五岳の洞は 一万里ある
・ 13。 その

うち岱宗山（ 泰山）の洞は 一周三千里、 「 三宮空洞の天」と呼ばれる。 羅

郵山の洞は 一周 一万五千里、「北帝死生の天」と呼ばれる。 いずれも死神（鬼

神）の支配地であり、 五帝配下の役人が人々に処罰を下す役所である。 ま

た、 鬼神の支配地には「二十八小洞天の陰宮」もあるが、 その他、 地官が

いるようなところはいちいち記すことはできない。 洞山の名は大きなもの

をざっくり 記しただけである。 さらに、 ほかにも 「六洞天の陰宮」という

ものがあるが、 その山々はいずれも夷秋や異類が統治しており、 鬼神 の支

配地ではない。 すなわち犬戎や鳥獣、 蛮裸夷などの連中であり、 匈奴の天

下山や北戎の善山、 南越の拘屡山などがそれである。
・

14

『白孔六帖』注の引用文が果たして原本『茅君内伝』の内容をどれほど正確に

伝えているのか、 という不安もあるかもしれないが、 同じ内容は陶弘景の見た

『茅君内伝』にも含まれていたと考えられる。 なぜなら、張超然氏の研究によっ

て判別される『真諧』巻十 一の紫書大字部分すなわち『茅君内伝』の引用に「大

天のなか（＝この世界） には地中の洞天が三十六か所ある。 その 第八番目は句

曲山の洞、 大きさは 一周 ー百五十里、『金壇華陽の天』と呼ばれる」
・ 15とあり、

そこに「『茅君内伝』の記載では 第十天まで至り、同時に鄭都、 五岳、 八海神仙、



遠方夷秋の洞にまで及んでいるが、 茅山のことではないので、 いちいち列挙 す

ることはできない」
・ 16という陶注が付されているからである。 それによると、

陶弘景の見た『茅君内伝』はまず 第十天までをひとまとまりとし、ついで 郵都、

五岳、 八海神仙、 遠方夷秋の洞について言及していたようである。 これは『白

孔 六帖』注の引用文とほぼ一致 する。 したがって、 『白孔 六帖』注の引用文は

陶弘景の見た『茅君内伝』 すなわち東晋中期の 『茅君内伝』の内容を伝えてい

る可能性が高いといえる。

また、 そのことは『無 上秘要』(HY1130)巻四「山洞品」と「洞天品」に

それぞれ「五岳および名山にはいずれも洞室がある。 王屋山洞は 一周 一万里。

委羽山洞は 一周 一万里。 西城玉山洞は 一周三千里。 青城山洞は 一周二千里。 西

玄三山洞は 一周千里。 羅浮山洞は 一周五百里。 赤城丹山洞は 一周三百里。 林屋

山洞は 一周四百里。 句曲山洞は 一周 ー百里。 括蒼山洞は 一周三百里。右の出典

は『道迩経』である」
． 17、「 小 有清虚天。 大 有空明天。 太玄総真天。 三玄極真天。

宝仙九室天。 上玉清平天。朱明耀真天。 金壇華陽天。 左神幽虚天。成徳隠玄天。

右の出典は『道迩経』である。右に挙げたのは大天のなか （＝この世界） の地

中の洞天である」•18という 記述が見えることからもある程度裏づけられる。『道

迩経』は 筆者が 以前指摘したように、 五世紀半ば 以前に仙人の事跡を伝えるた

めに編纂されたものである。 そして、 それは顧歓の『真迩経』とは似て非なる

ものであり、 その内容を無条件に東晋中期に遡らせることはできない
・ 19。 し

かし、 以上の 記述は『道述経』の性質からいって、 五世紀半ば 以前の『茅君内

伝』の内容を伝えるものと見て間違いなかろう。

そこで改めて『白孔 六帖』注を見てみると、『茅君内伝』の段階で司馬承禎『天

地宮府図』（ 『雲笈七鍛』巻二十七所収） にいう十大洞天が すでに出 そろってい

たことがわかる。 ただ、 『天地宮府図』が「 十大洞天」と「三十六小洞天」の

区別を設けるのに対し、 『茅君内伝』は「大天 （この世界を覆う大きな天）」と

「 小天 （大天のなかの別の小さな天）」という 概念を立て、 いわゆる洞天を すべ

て「 小天」として扱っている。 つまり、『茅君内伝』にいう十か所の涸天はあ

くまで三十六か所の小天（洞天）の 一部だったのである •20。 しかし、『茅君内伝』

では十か所がひとまとまりであるかのように書かれているのも事実であり、 お

そらく そこから それらが後に 「 十大洞天」と呼ばれるようになったのだろう。

また、『茅君内伝』は十か所の洞天 以外にも多くの洞に言及しているが、 陶

弘景のいう「 郵都、 五岳、 八海神仙、 遠方夷秋の洞」のうち、 八海神仙の洞は

「 三十六か所の洞天には数えられない」といわれ、遠方夷狭の洞も「 ほかにも『六

洞天の陰宮』というものがある」とされているので、 お そらく三十六か所の 一

部ではないのだろう。 一方、 五岳の洞については「五岳および名山の洞室は、

あるものは大きさ三十里、 二十里、 十里であり、 神仙の宮殿に相応しくないた

め、 小天には数えられない」とあって、 あたかも洞天ではないかのように書 か

曰三宮空洞之天。 羅鄭山之
洞、 周 一萬五千里、 名曰北
帝死生之天。 皆死神所治、
五帝之官考諦之府也。 鬼神
所治、 又有 二十八小洞天之
陰宮、 或地官所在者、 不能
ーー記。 其洞山之名、 客標
其大者耳。 其餘有六洞天陰
宮、 山皆夷秋異類、 鬼所不
治。 犬戎、 鳥獣、 蟹裸夷之
種也。 匈奴之天下、 北戎
之善山、 南越之拘展是也」
（四庫本!Ob~Ila)。 『白
氏六帖事類集』（静嘉堂本）

巻二「洞第三十二」によっ
て一部の文字を改めた（古

典研究会叢書、 汲古書院、

2008 年、 76~77頁）。

注15 … 「大天之内有地中
之洞天三十六所。 其第八是
句曲山之洞、 週廻 ー百五十
里、名曰 金壇華陽之天」(5b

~6a)。

注16··「偉中所載、 至第
十天、 井及鄭都、 五嶽、 八
海神仙、 遠方夷秋之涸。 既
非此限、 並不獲疏出」(6a)。

注17 … 「五嶽及名山皆有
洞室。 王屋山洞、 周遥萬里。
委羽山洞、 周週萬里。 西城

玉山洞、 周遮三千里。 青城
山洞、 周週二千里。 西玄三
山洞、 周週千 里。 羅浮山
洞、 周選五百里。 赤城丹山
洞、 周週三百里。 林屋山洞、
周選四百里。 句曲山洞、 周
逗ー百里。 括蒼山洞、 周遥
三百里。 右出道迩経」(13b

~14a)。

注18…「小有清虚天。 大
有空明天。 太玄網員天。 三
玄 極員天。 賓仙九室天。 上
玉清平天。 朱明耀員天。 金
壇華陽天。 左神幽虚天。 成
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徳隈玄天。 右出道迩経。 右

大天之内地中洞天」(14a

~ b)。

注19 … 廣瀬(2017)第二

部第三章。

注20 …このことは古霊宝

経の一つ『太上洞玄霊宝本

行因縁経』(HYl107)で

旬曲山が 「乃三十六小天之

数也」(6b)といわれてい

ることから も確かめら れ

る。

注21 ・ ・ ・ 「句曲洞天、 東通

林屋、北通岱宗、西通我媚、

南通羅浮。 皆大道也」(7a)。

注22 ・ ・ ・ 三浦 (1988) 82 

~83頁、 李豊榊（1996)

96~97頁。
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林屋洞の天后別宮（2013年3月）

れているが、つづいて「五岳の洞は一万里ある」といわれ、岱宗山（泰山 ） の「三

宮空洞の天」という小天名が具体的に示されている。 また、 同じく郵都につい

ても「北帝死生の天」 という小天名が示されている。 したがって、『茅君内伝』

の作者は、 泰山 と鄭都に関しては三十六か所の小天に含めていたと見るべきで

はなかろうか。

(2) 『茅君内伝』以前の洞天説

以上、 『茅君内伝』について先行研究 を整理し、 そこに見える洞天説に関し

て若干の私見を付け加えたが、 以下、 主に三浦國雄氏と李豊榊氏の研究に依拠

しながら、 『茅君内伝』以前の洞天説について整理しておきたい。

まず、 『真詰』巻十一の紫書大字部分に「句曲洞天は東は林屋山に通じ、 北

は岱宗（泰山 ） に通じ、 西は義媚山に通じ、 南は羅浮山に通じている。 いずれ

も大きな〔地下〕道だ」
・21 とあるが、 こ のような各地の洞窟（後の洞天） が

通じ合っているというイメ ー ジは、 古くは緯書や郭瑛に仮託される 『玄中記』、

西晋張華の 『博物誌』などに見られるという
拿
22。 また、それらの記述によると、

漢代から六朝時代にかけて、 そのような大洞窟の代表格だったのは句曲山（茅

山 ） よりもむしろ洞庭包山すなわち「句曲洞天は東は林屋山〔の洞天〕に通じ」



の林屋山だったようである •23。 そして、東晋 初期の『太 上霊宝五 符序』(HY388)

の段階に 至ると、 包山 （林屋山 ） の洞 窟に関する以下のような 記述が 現われる。

そこで 〔呉王闇閻の 命を 受けた 〕 包山 隠 居は、 明かりを 灯して 昼も 夜も

洞 窟を 進みつ づけ、 百七十四 日後に 帰ってきた。 そして、 その詳細を 次

のように 報告した 。「 洞 窟はどこまで 続いているか見 当もつきませ んでし

た。 入 口から七千里 ばかり 行くと、 突然、 無 数の洞 穴があって無 数の 道が

通 じて いる 〔ハブのような〕 場所に出 ま す 。 そこは 砂を 敷いた 道が 交差し

て ーか所に合 流して いるので す が、 道はどれも同 じ作りをして いて出入 口

もそっくりです。 その 巨大な合 流口に は金と玉でできた城 屋があり、 大き

さ は一周五百里もあり ます。 また、 中 央上空に は澄んだ 月が高らかに 輝い

て 美しい 光を 放って い ま す。 城 屋のなかには 垂れ 絹や家具、 窓つきあるい

は 窓なしの 部屋 があって、 紫玉と 黄金で 飾られて いるの が 見え ま す が、 建

物 自 体は天高くそびえているため、 下からでは 全体 像をうかがい 知ること

ができませ ん。 そこで、 あたりを ぐるりと見 回してみたのです が、 人っ 子
一人いませ んでした。 ただ、 城 屋のわきに目をやると、 門の上に『天 后別

宮 』、 建物の 上に『太陰の堂 』 と書かれているの が 見え ました。 私にはそ

こ が 神 仙の 館であることがわかったので、 むやみに 門をく ぐることはせず、

改めて三 日間の 斎戒と 瞑想を 行ない、 心身を引き 締めたうえでようすを見

に 入ってみました 。 なかには玉でできた 部屋があり、 北 向きの 机の上に 一

巻の 赤い 絹の書 物が 置かれて いたのですが、 理 解不能な文字で記されて い

ました 。 私は 再拝して書 物を 手に取って 次のように言いました 。『地上か

ら 参ったわたくしめは 呉王の 使いに ございます。 この 神 文が地上にもたら

され、 神 々の 気のしるし （ 感応 ） が示され んことを 請い 奉ります。』書 物

をもって 建物の外に出ると 門が 自動的に 閉まるのが見え、 なかから 楽器の

激し い響きや人 々の 話し 声、 馬のいななき が 聞こえてき ました。 私は 恐怖

を 感 じて 長居する 気にはなれず、 また洞 窟をさらに 進もうという 気にもな

れませ んでした。 道に 迷って 帰る方 向を 見失なうのが 恐かったのです。」

そこで 隠居は来た 道を引き 返し、 手に 入れた書 物を 闇閻に 献上したのであ

る。 そしてまた 次のように言った 。 「入りは じめはほの 暗く、明かりをもっ

て 進んだので す が 、 自分 自 身の 姿もおぼろ げでした 。 道は 上下四方 すべて

青い 石でできていて、 石はそれぞれ五、 六 丈四方の大きさで同 じかたちを

しています。 道幅は広くなったり 狭くなったりで、 足元はや はり 水に 濡れ

ていて、 そのような場所が 一、 二里つ づくこともありました。 しかし、 千

里を 越えたところで 暗闇を 抜け、 自然に 光が 降り注 いで白 昼のようになり

ました。 その広い 道はからっとしていて 塵が 舞い 上がるほどで、 左右には

陰 陽の 〔排水 ？ 〕 溝がありました。 そこから 三十里 行くと 石の 井戸がある

注23 … 三 浦 (1988)83 
~84 頁。
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注 24… 「隠居於是帯燭載

火、 書夜行邁ー百七十四 日

而返。 既還具説云、 不知其

所極、 隠居営歩行可七千餘

里、 忽遇葦孔雑穴、 千径百

路、 沙 道裔L来、 倶會一虚、

形象相似、 門戸同類。 其叢

径之口、 有金城玉屋、 周週

五百里。 於衆道中央、 明月

朗換、 華照逸光。 其中帷帳

林机、 窓禰密房、 錯以紫玉、

飾以黄金、 雲厘凌天、 莫識

其状。 於是顧吟無人、 贈望

城傍、見題門上曰天后別宮、

題戸上 日 太陰之堂。 隠居知

是神館、 不敢冒進門内、 乃

更齋戒思員三 日、束修而入、

看行其内。 於玉房之中北机

之上、 有一巻赤素書、 字不

可解。 隈居再拝取書曰、 下

土小臣、 為呉王使、 請此神

文以為外施、 員氣信奴。 既

還出外、 而見其門戸 自 閉、

聞其中有篇鼓激響、 人馬之

贅。 隠居震憚、 不敢久息、

又不敢復進前路。恐致迷箇L、

不知蹄向。 於是廻返、 齋所

得書、 以猷閻閻。 自説、 初

入乃小晦、 須火而進、 然猶

自分別朦冥。 道中四方上下、

皆 是青石、 方五六丈許、 略

為齊等、 時復有廣狭虚、 其

脚所履、 猶有水淵、 或ーニ

里間。 隠居行営出 一千里、

不復冥晦、 自然光照如 白 日 。

大道商燥揚塵、 左右有陰陽

溝。 三十里、 諏有 一石井、

水味甘美、 飲之 自 飽不飢、

或見人馬之跡労（人） 〔入 ？ 〕

他道。 其隠居所行路、 及左

右壁似 白 石、 石皆 洞 照 有

光、 廣七八十丈、 高聟二百

許丈。 轄近至洞庭、 不復見

上所極、 仰視如天。 而 日光

愈明、 明如 日 盛中時。 又不

温不涼、 和氣沖然、 聞芳香

之氣、 鬱勃終而不休。 及道
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のですが、 その水は甘美であり、 飲めば腹が満たされて飢えることがあり

ません。 また、 人馬の足跡が別方向につづいているのも 目にしました。 私

が通った道とその左右の壁は白い石でできているようで、 石はどれも照 り

輝き、 横幅七、 八十丈、 高さ二百丈ばかりあります。 洞庭 （合流口のこと

か） に近づくにつれ、 天井は果てしなく高くなり、 仰ぎ見れば天空のようで、

日の光もますます強くなり、 正午のような明るさです。 また、 暖かくも涼

しくもない、 ち ょ うど よ いのどかな陽気で、 芳しい香 り が絶 え間なく溢れ

出ています。 さらに沿道には宿場があ り 、 そこに施された美しい彫刻は名

づけようもありません。 合流口にたど り着いてから、 あち こち見て回った

のですが、 ぐるりとめ ぐって四、 五十里ばかり行くと、 四方を玉柱で囲ま

れた 『 九泉洞庭の墟』 という場所に出ました。 そこには樹々が整然と植え

られており、 緑の葉が茂り紫の花が咲き、 黒々 とした草に白い花がついて

います。 どれもは じめて見るものです。 五つの色彩が 自 然に芽吹き、 七宝

のように明る ＜ 輝いています。 上を見ると鳳凰が飛び、 下を見ると龍と麒

麟が遊んでいます。 そこはまさに 『天地の霊府』、 『真人の盛館』 でした。」
•24 

これは呉王闇閻が包山 隠居という人物に包山 の洞窟を探検させた結果、 一巻

の赤い絹の書物すなわち「霊宝五符」を手に入れたという話だが、 ここに描か

れる洞窟内のよ うすは水と光と緑に溢れ人馬の声のする別天地すなわち 洞天そ

のものである。 また、 そこには 「天 后別宮」 あるいは 「太陰の堂」 とも呼ばれ

る城屋 （神仙の館） があったとされ、 神仙の姿こそ描かれていないものの、 そ

の場所をめ ぐる記述 からは語り手たる包山 隠居ひいては作者の、 神聖なものに

対する畏敬の念がかえって よ く伝わってくる。

洞天に関する最も古くまとまった記述 は以上の 『太上霊宝五符序』 のものと

考えられるが
＊
2

5、 それに次いで古いものとして 『紫陽真人内伝』 (HY303) が

挙げられる
＊26。 これは二許が霊媒の華僑を通して啓示されたものといわれ

＊
27、

『茅君内伝』 よ り もわずかに古い。 そこでは主人公の周義山が各地の山 々 をめ

ぐって神仙たちから経典や秘 訣 を授かってゆくのだが、 周義山 と神仙たち との

出会いはしばしば 「洞門」 のなかで果たされる。 これは包山 隠居が包山 洞天の

なかで「霊宝五符」 を手に入れた話と一脈相通ずるものだろう。

(3) 『茅君内伝』 以前の 茅君信仰

本節 冒頭で洞天説は東晋中期の 『茅君内伝』 において初期的完成を見たと述

べたが、 ではそれ以前の茅君信仰と洞天説はどのよ うな関係にあったのだろう

か。以下、 その問題を含め、 張超然氏による研究 •28 に依拠しながら 『茅君内伝』



乾元観か ら見た茅山 の山 並 み (20 1 2年8 月 ）

以前の茅君 信仰について も確 認しておき たい。

まず、 許謡が『茅君内伝 』 を 授かっ たのは 興寧三年 (365) 六 月か ら七 月の

こととされるが、 彼はそれ 以前の 興寧二年三 月 一 日と八 月八 日に上章の 儀式に

よって茅君に書 簡を 送ってい たようである。 書 簡その ものは残っていないが、

興寧三年六 月十五 日に 定録君 （ 中茅君）か ら許謡へ下され たお告げに 「 〔おま

えが 〕 八 月八 日 〔に 送ってき た〕 書 簡に『 謹んで 身を もって大茅山の上に 参り

ますので、 特別に取り立ててい ただき、 温顔を 拝見し 美声を 拝聴する 機会を 与

えてくださいますように 』 とあっ たが」
・29という 返答が含まれている ことか

らその内容の 一部が 知 られる。 それによると、 興寧二年の時 点で許謡は大茅山

に 登って茅君に 直接会い たいと思ってい た ことがわかる。 ま た、 定録君の 返答

に対する許謡の 再返答も残っており、 そ こに 以 下の ことが述べ られている。

昔、 私が十数 歳だっ た ころ、 述虚 村の 隠居老人が「茅山の上にはかつて仙

人がいて 〔薬を 売る ？ 〕 市場があっ たの だが、 いまは もうとっくにいなく

なってしまっ た」 と 語ってくれ たのですが、 その 後、 包公にお 会いし た際

に仙人の 消息をお 尋ねし たと こ ろ「 いまもまだ茅山にいる。いなくなっ た

のではない。 茅山は洞 庭の西 門で太 湖の 巷山（ 包山）〔の洞天 〕に 通じている。

だか ら、仙人はそのなかに 住んでいるの だ」と 答えてくれまし た。 しかし、

そのとき 包公は 中仙君 一人の 字 （あざな）を言っ ただけで、 仙人が 三人 兄

弟である ことには ふれず、 長幼の 区別もありま せんでし た。ま た、 司命君（ 長

邊、 有房室亭偉、 奇埠璃鍍、

不可 目 名。 既至衆道口、 周

行廣狭。 隠居逗市、 相去可

四五十里、 四面有玉柱、 為

掲題曰九泉洞庭之墟。 其間

植林樹成行、 緑葉紫榮、 玄

草白華、 皆不知其名也。 五

色 自 生、 七賓光耀晃晃。 飛

鳳翔其顧、 龍麟戯其下。 斯

官天地之震府、 置人之盛館

也」 （巻上7 b~9a )。

注25 … 『太上霊宝五符序』

の 成 立年代 に 関 し ては複

雑 な 議論が あ るが （小林

(199 0) 第 一 篇 第 一 章 ） 、

こ の部分の記述が東晋の興

寧年間以前の も の で あ るこ

と は李豊榊氏が論証 してい

る（李豊榊(1996 )1 02 頁）。

注26 … 三 浦 （1988 )75 
~76 頁、 李豊榊 （1996 )
1 04~1 05 頁。

注27 … 『 真 詰 』 巻 二 十

(14a )。

注28 ・ ・ ・ 張超然(2 008 )  第
四章、 第五章。

注29 … 「 八 月 八 日 書 云、

謹操身詣大 茅之 端、 乞特見
採録、 使 目接温顔、 耳聡玉

音」（『真詰』 巻十 一正文、

16a )。
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注 30… 昔年十餘歳時、 述

虚閑者宿有見語。 茅山上故

昔有仙人、 乃有市虚、 早已

徒去。 後見包公、 問動静、

此君見答。 今故在此山、 非

為徒去。 此山洞庭之西門、

通 太湖巷山中、 所以仙人在

中住也。 唯説中仙君一人字、

不言有兄弟三人、 不分別長

少。 不道司命君尊遠、 別治

東宮。 （未） 〔末〕 見偉記、

乃 知 高 卑 有差 降、 班 次 有

等級耳」 （『真詰』巻十一、

17a~b、 陶注省略）。

注 31 … 「餘杭懸雹山近延

陵之茅山、 是洞庭西門、 潜

通五嶽、 陳安世、 茅季偉常

所湘虚」 （『晋書』 巻八十 「王

義之伝付伝 」、 中華書局本、

2106頁）。

注 32 ・ ・ ・ 張超 然(2 008)

96~97頁。

注33…魏斌氏の論文 に よ

ると、 シ ェ ー フ ァ ー 氏 も
『茅君内伝 』 に語られる茅

君信仰の歴史は虚構と見な

していたよ うである。 魏斌

(2 014 ) 33頁。
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男の茅盈、 大茅君） の地 位が高く、 茅山と は別に東宮を統治し ている こと

も言いませ んでした。 私は最 終的に『茅君内伝』を見 て、 はじめ て仙人に

も上 下関係があり、 そ の地 位に 等級がある ことを 知った のです。 拿30

これによると、 『茅君内伝』を 授かる以前 の許謡は、 述墟 村の老人から茅山

の仙人につい て話を 聞いた ことがあったが、 そ の仙人 はすでにいなくなったと

され ていたようである。 また、 後に 包公すなわち 飽限にそ の仙人 の ことを 尋ね

たと ころ、 仙人 はいなくなった ので はなく、 洞 窟を 通じ て洞 庭包山と行き 来し

ているという 話だった。 ただ、 飽覗のいう茅山 の仙人 は中仙君 一人であり、『茅

君内伝 』 にいう三茅君で はなかったようである。 また、 こ こで許謡が「 中仙君

（ 中茅君）」といっ ている の は茅 季偉の ことであり、 それ は飽親が許謡の兄許 邁

に 語ったとされる「 余杭の懸露山 は延陵茅山 の近くにある。 茅山 は洞 庭の西 門

であり、 地 下で五 岳と 通じ ている。 陳安 世と茅 季偉がいつも 遊んでいる場所で

ある 」
・31という 言葉と 一致する。

以上 は張超然氏 の研究成果だが、 筆 者が思うに、 こ こまでがひとまず 『茅

君内伝』以前 の茅君 信仰を伝える最も 確かな 資料で はなかろうか。 許謡（ 305

~ 376) が十数 歳の ころに 聞いた 老人 の昔話に茅山 の仙人が 登場したという

ことであれ ば、 そ の信仰 は三 国呉の時代に は十分に遡り 得るだろう。 ただ、 そ

の老人が仙人 はもういなくなったと言っ ていた のであれ ば、 当時の茅山 周 辺で

はあまり 盛んに 祭祀され ていなかったに違いない。 そし て飽親のような道 士の

間にだけ、 そ の話が伝説とし て伝わっ ていた ので はなかろうか。

一方、 張超然氏 は『 神 仙伝』 の「茅君伝」（ 漢魏本） および『茅君内伝』が

記す漢 代の祭祀活動も茅君 信仰の歴 史に含め、 それ は茅君 昇仙 後の漢 代から は

じまったと述べ ている
＊32。 しかし、 筆 者とし て はそれら の資料を茅君 信仰の

歴 史に含める ことに 若干のためらいを 覚える •33。 という のは、 茅君という 神

仙 は『 神 仙伝』を 除く 楊義と二許以前 の資料に 登場せず、 旬曲山や茅山 の名も

楊許以前 の資料に見いだす ことができないからである。

もちろ ん、 茅君 信仰のような 小さな地方 信仰が文 献 記録に残っ ていない こと

をそれほど 怪し むべきで はない のかもしれない。 また、漢魏本『 神 仙伝』の「茅

君伝」を『茅君内伝 』 以前 のも のとする張超然氏 の見解に は筆者も 賛成である。

なぜなら、 漢魏本「茅君伝」に は上清経 の要 素がまったく含まれ ていないから

である。 したがっ て、 茅君という 神 仙 は飽親に 知られ ていたように葛洪にも 知

られ ていた 可能性が高いと考えられる。

しかし問題は、漢魏本「茅君伝 」 で は幽 州（ 現 在の河北 省から 遼寧省あたり）

出 身の茅君が 江南にやっ て来ない ことである。 もし、 葛洪が茅君と句曲山 の関

係につい て知っ ていた のであれ ば、 彼はなぜそ の ことに言及しなかった のだろ

うか。 句容出 身の彼にとっ て、 茅君が 句容 の句曲山に やっ て来るくだり は重要



茅山崇寿観の三茅君像 (2012年8 月 ） 。 左か ら茅思和、 茅盈、 茅季偉。

若 く して仙人に な った茅盈だけは子ども の姿で描かれる。

ではなかったのだろうか。 あるいは「茅君伝」 は本来北方の神仙伝説であり、

葛洪が地元句容で採集した話ではなかったのだろうか •340

以上のように、 『茅君内伝』以前に茅山 周辺に存在した茅君信仰に限ってい

え ば、 いま のところ安心して利用できる資料は少ない。 現時点で確かにい える

ことは、 それが三国呉の時代 までは遡ること、 ただそれは許謡若年の両晋交替

期には下火になっており、 老人の昔話や一部道士の伝説を通して知られる程度

だったこと、 そしてその伝説では茅山 の仙人すなわち茅季偉が洞窟を通って洞

庭包山 洞天と行き来しているとされていたことである。

3． 二許と洞天

(1 ) 茅季偉と華陽洞天

ここま での話を簡単にま とめておくと、 ま ず東晋初期には洞庭包山 を中心と

する洞天説があって、 それが茅季偉の信仰にも影響を与えながら、 東晋中期の

上清の啓示のなかで 『茅君内伝』の洞天説を形成していったということである。

以上のことを踏まえて、 筆者が新たに注 目 したいのは、 茅山 の洞天 （華陽洞天 ）

と茅季偉がじつは上清の啓示のなかで低く位置づけられていることである。

注 34 … 葛洪には、 江南の

神仙説を集大成 し た と い う

位置づけが与えられること

が多 く 、 筆者もそれを否定

するつも り はないが、 ただ

『神仙伝』の神仙は、 ど ち

らかと いえば北方 出身者が

多 く 、 江南土着の神仙の話

はそれほ ど 多 く な いよ う に

思われる。
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注35 … 「卿已老芙。 難可

補復。 縦得員訣、 適可成地

上仙耳。 上清昇臀大術、 非

老夫所學」(8a) 。

注3 6… 「 二 弟 頼 卿 蔭 祐、

享年富貴、 騎淫敗氣、 止存

視息。 年 出ー百、 非復學道

時也」(9 a)。

注37 … 「得神散霊方雙化

久視足芙。 距宜便受職署、

為地上之仙位乎」(9a) 。

注38 … 「千時二弟 雖 内 通

神霊、 外描六丁、 至於天員

大神如王君之偉、 猶未肯降

見、 明高卑不倫芙」 (9 b) 。

注39 …この席次について

は、 廣 瀬（20 17) 1 1 3 ~  
1 15 頁を参照。

注4 0… 「於是二君留治此

山、 洞内立宮… …」( 15 b)。

注4 1 • • •以下 に挙げる地下

主者 や 易 遷館 な ど に つい

ては、 神塚 （1999) 4 0~ 

52頁により わ かり やす く
ま とめられている。
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まず、茅 季偉についてである。『茅君内伝 』 （『茅山志』 巻五「 三 神 紀」） で は、

仙人になった 兄の茅盈を 慕って、 弟の 季偉と思 和が茅 山にやって来て教えを 請

うのだが、 彼 ら は茅盈か ら 「おまえたち はすでに 老い ぼれた。 いまさ ら若さを

取り 戻すこと はでき ぬ。 たとえ真人の秘訣を 得たとしても、 せいぜい地上の仙

人になれるく らいだ。 上清 昇雷の大 術は、 年 寄りが 学ぶようなもので はないの

だ」
・3

5といわれる。 また、 こ んど は茅盈が 自分の 師 匠である西城王君に 季偉

と思 和を仙人にしてやってくださいとお 願いするのだが、 「二 弟 はおまえの 庇

護下にあったおか げで 生涯富貴だったが、 そのじつ 傲慢放蕩で 自分の 生気を 傷

つけなが ら、ただ 生きなが らえていただけだ。 もう百 歳を 越えているのだか ら、

改めて道を 学ぶこともなかろう」
＊36と 難癖をつけ られたうえに、「 神 散霊方 （仙

薬の処方） と変 化長生の 術を 得れ ばそれで十分。 どうして 任命されて地上の仙

官になってよい道 理があるものか 」
・37と仙官 への 就任を 断 られてしまう。 し

かし、 それでも 兄茅盈の 奮闘によって 季偉と思 和は仙人 への 階段を 駆け上がっ

てゆくのだが、 や はり「そのとき、 二 弟 は神 霊に 通 じる 心を 得て、 六 丁の 神 々

を 操る 術を 身につけたが、 王君のような天 界の真人や大神 は依然として 姿を 見

せようとせず、 地 位の 高い者と 低い者 は交わらないということを 顕示した 」
・38

とあるよう に西城王君のような 高位の真人か ら は相手にもされないのである。

もちろ ん、 最 終的に は季偉も思 和も太上玉 晨大道君か ら 勅命を 受けて、 それ

ぞれ『真詰』 でおな じみの 定録君 （地真上仙 定録神 君） と 保命君 （司三官 保命

仙君 ）になるのだが、仙官になった後も 彼 らの地 位の 低さ は相変わ らずだった 。

『真詰』 巻 一正文に は、 二十三人の真人が茅山の洞宮に集った 際の 席次が 示さ

れているが、 季偉は下か ら五 番目、 思 和 は下か ら 二番目である •39。 このよう

に『茅君内伝 』 以前の茅君信仰で 名が 知 られていた茅 季偉が、 上清の啓示のな

かで 繰り 返し マ ウ ン トされていること は明らかだろう。 つ まり、 茅 季偉の上に

は新たに 兄の茅盈が 置かれ、 茅盈のうえに は西城王君が 置かれている。 さ らに

『上清 後聖道君 列紀 』 (HY442) の 記述を含めていえ ば、 西城王君のうえに は

青童君が、 青童君のうえに は金関後聖帝君が 置かれている。

次に 華陽洞天についてであるが、『茅君内伝 』 で は栄達を 遂げた 兄の茅盈 は

霧山に 赴任し、 茅山の 華陽洞天に は「そこで二君 は茅 山に 留 まって 統 治し、 洞

天内に宮 殿を 建て … …」
・
40とあるように、 うだつの上が らない 季偉と思 和が

統 治者として残るのである。 そして、『真諧 』 稽神 枢正文に は華陽洞天のなか

のようすが詳しく描かれているのだが •41、 「そのうち ー等地 下 主者 は 〔仙人た

ちがいる宮殿の 〕外の 建物に 散在しているが、ぶ らぶ らしていて 仕事もなく、 〔統

治 機構たる 崖裔の 〕 九宮の教化と 規制も 受けず、 錬成変 化の 業について 耳にす

ることもない。 仙人たちとともに洞天のなかにいるが、 彼 ら は地下 主者のな か

でも 下 等な 存在である。 『四明の法 』 に 鑑みて百四 十年に 一度だけ 決まりにし

たがって 昇進できるだけである。 一度昇進して はじめて仙 階へ進むことがで き、



仙人の使いに当てられる」
・42 など の記述 があるように、 華陽洞天 は地下主者

のなか で最も位の低いー等地下主者を含め、 『真詰』 の描く真人世界の末端に

位置する仙人およびその予備軍の住みかとされる。 こ のような位置づけは華陽

洞天に限ったも のではなく、た とえば 『七域修真証品図』 (HY433) .“ で も 「第
ー初果洞宮仙人」が七位中の最下位に置かれている。

以上のこ とか ら、 『茅君内伝』以前に存在した洞天説や茅君信仰が上清の啓

示のなかでは低く位置づけられていたことがわかる。 そして、 そのこ とと表裏

をなす よ う に、 上清の啓示における洞天説には 『太上霊宝五符序』 の古い洞天

説になかった特徴として 「修行の場所」 とい う 新たな位置づけが与えられる。

それは『真詰』 稽神枢正文の以下の記述 から知られる。

洞天 のなかには易遷館や含真台がある。 それらはみな宮殿の 名である。
… … 易遷館には合計八十三人の仙人がおり、また協辰夫人とい う 者がいる。

彼女は崖裔 九宮の女性真人なのだが、 かつて太上玉晨大道君から派遣され

てさま ざまな修行法を教えている。 ＊44

含真台にいるのは女性のすでに得道した者である。 そこは太元真人の東宮

に隷属しており、 二百人ほど がいる。 •45

易遷館と含真台の二宮は女性のいる宮殿である。 また童初宮と蓋閑堂の二

宮があって、 そこ には男性の学道者がいる。 ＊46

含真台には二人の女性真人がいて統率している。 そのうち 一人は張微子で

ある。 …… 微子はかつて静室を兼ねた寝室で思いを凝らしていたとこ ろ、

そのまごこ ろが神霊に感応した結果、淳文期という女性真人が降臨して「服

霧の道」 を授けられた。 こ うして「服霧の道」 は微子に授け られ、 彼女も

ま た時々それを含真台と易遷館にいる学道者たちに教えている。 •47

こ れらによると、 華陽洞天 のなかには易遷館や含真台、 童初宮、 癖閑堂など

があり、 それぞれ女性と男性の仙人およびその予備軍が真人たち の指導のもと

で修行に励んでいるとイメ ー ジされていたこ とがわかる。 また、 『真詰』稽神

枢正文に「含真台は洞天 のなかであればどこにで も あって、 華陽洞天にだけあ

るのではない」
・48 といわれるように、 同じような修行者はど の洞天 にもいる

と考えられていた。 なお、 さきほど 取り上げた一等地下主者も「九宮の教化と

規制 も受けず、 錬成変化の業について耳にするこ ともない」 といわれていたも

のの、 やはり仙人に向かって一歩ずつ進んでゆく存在であることに変わりはな

いだろう。 以上のように、 『太上霊宝五符序』 の洞天説が畏敬の念をもって語

られていたことから見れば、 上清の啓示が洞天 を 「何百人もの修行者がいる場

所」と位置づけたこ とは明らかにその神聖さの暴落を引き起こしたといえよう。

注 42 ・ ・ ・ 「其ー等地下主者、
散在外含、 閑 停 無 業、 不
受九宮教制、 不 聞練化之
業。 雖倶在洞天、 而是主
者之下者。 此 自 按四明法、
ー百四十年、 依格得一進耳。
一進始得歩仙階、 給仙人之
使令也」 （巻十三 l b)。

注 43·• • ロ ビ ネ氏は こ れ を

唐 代 の も の と す る。 The
Taoist Canon, vol. 1 ,  pp. 
618 -619. 

注 44… 「洞 中 有易遷館含
員蛋、 皆宮名也。 …… 此館
中都有八十三人。 又有協辰
夫人者。 九宮之女也。 太上
往遣来教此等法」 （巻十二
1 4a ~  b)。

注 45 ・ ・ ・ 「含員塁是女人已
得道者。 隷太元東宮中。 近
有二百人」 （巻十二 1 4b) 。

注 46 … 「此二宮盛女子之
宮也。又有童初爾閑堂二宮。
以虚男子之學也」 （巻十二
1 4b ~ 1 5a)。

注 47 … 「其中有女員二人
継之。 其ー女員是張微子。
•…• 微子曾精思於寝静、 誠
心感霊、 故文期降之、 授以
服霧之道也。 服霧之道授微
子、 微子亦時以教諸學在
含員易遷中者」 （巻十三 4b
~ 5a)。

注 48 ・ ・ ・ 「含員塁洞天中皆
有、 非 獨 此 也 」 （ 巻 十 三
4b) 。

二許 と 洞天 49 



注 49 … 神 塚 (1999)23 
~ 29 頁を参照。 楊毅に つ
い て は、 『真詰』 巻二正文
の九華真妃の言葉に 「必三
事大夫、 侍晨帝朗、 高佐四
輔、 承制聖君、 理生断死、
賞罰鬼神、 播命千霊、 封山
召雲、 主察陰陽之和氣、 而
加為呉越鬼神之君也」 (8a)
とある。 許謡 と許翻につい 茅山玉晨観の跡地 (201 2 年 8 月 ） 。 かつて こ のあた り に二許が
て は、 『真詰』 巻四正文 の 修行に励んだ山館があ っ た。
太元真人司命君の言葉にそ
れぞれ 「策龍上造、 浮煙三
清、 賓員仙之領帥、 友長里
之先生、 必嘗封牧種邑、 守
伯 仙 京、 博佐上徳、 列 書
絲名」 ( 1 3b) 、 「於焉玉子、
採此雙辰、 遂開上道、 允得
妙門、 儀燐洞換、 玉標玄金、
登名五宮、 懸書七元、 建迭
域之併羅、 為上清之卿君」
(14a)とある。

注 50 … 『真諾』 巻十二正
文に 「今並作地下主者、 在
洞宮中」 (2b) とある。

注 51 … 「句 曲之洞宮有五
門、 南雨便門、 東西便門、
北大便門、 凡合五便門也」
（『真諧』巻十一の紫書大字、
6b )。

注 52… 「告中 茅山東有小
穴、 陰 宮 之 阿 門、 入 道 差
易。後嘗以漸齋修而尋求之」
(1 8b)。
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(2) 二許 と洞天

こ う して茅季偉と華陽洞天 が真人世界の末端部分に落とし込ま れるかたわ ら

で、 上清の啓示の当事者である楊義と二許 （許謡、 許翻父子） はそれぞれ 九華

真妃と太元真人司命君の茅盈か ら 真人世界での栄達を 約束され •49、 南嶽魏夫

人をはじめとする真人たちか ら上清の教えを受けていた。 これは茅季偉が西城

王君か ら 難癖をつけら れて相手にもされなかったことや、 その茅季偉の存在を

許謡に教えた包公 （飽覗） が地下主者として華陽洞天で く すぶっていること
•50 とじつに対照的である。

しかし、 非常におもしろいことに、 二許はその一方で定録君すなわちあの茅

季偉のお告 げを通して、 『茅君内伝』 に「旬曲山 の洞宮には五つの 門がある。

南の二つの通用 門、 東西の通用 門、 北の大きな通用 門、 合計五つの通用 門であ

る」
・51 といわれる華陽洞天の 五つの入 口にも引き寄せ られている。 たとえば、

『真詰』 巻十一の許謡の手紙には「お告 げのなかに 『中茅山 の東に小さな穴が

ある。 それは陰宮（隠れた宮殿） の通用 門であり、 そこか ら だとやや入りやす

い』とありま した。後に徐々に斎戒修行してか ら 、それを探し求めるつもりです」

•52 や「お告げのなかに 『大茅山にも小さな穴が南面にあって 〔中茅山 の小さ

な穴と ？ 〕 そっ く り同じであり、 それを南通用門という』 とありました。 啓発



してくださった こと、 素晴らしいお 言葉を 賜った ことをうれしく 思います。ま

ご ころをもって取り組み、 沐浴してみずからを 一新致します。すでに 吉 日をう

か がいまし たので、そのときになっ たら 密かに 参ります」•53などの言 葉が見え、

これらは 筆者には上清の啓示の 結末すなわち許 翻の 死の 伏線になっているよう

に 思われる。陶弘景は『真詰』巻二十「 真 冑世譜」に以下のように 記す。

許 翻は 純粋かつ 高潔な性格であり、 世俗の 仕事をつまらないものと見なし

た。 雷平山の ふもとで 修行に 励み、 いつも 早く洞天に 遊びに 行き たいと 願

い、 長く人の世に 留まっていようとは 思わなかった。 こうして茅山の北洞

（北 通用 門）に行って この世に別れを告げたのである。 … … くまた真人 （茅

思和） のお告げに「 許 翻は張鎮南の 夜解の方法に 従うだろう」といわれて

いる が、 私にはまだ「張解の法」 がどういうものかわからない。 古老の言

い伝え によると 「 許 橡 （許 翻） は北洞の北にある 石壇の上で 焼香礼拝し、

そのまま 突っ 伏して 起き上がらなかったが、 翌朝、 彼の 体を見るとまだ 生

きているかのようだった」との ことである。その 石壇はいまもありありと

残っている。つまり、 許 翻はもともと 隠 化して 早く世俗のけ がれを 断ち 切

り たいと 求めてい たのである。〉
＊54

これによると、 許翻はどうやら北洞すなわち 華陽洞天の北 門から洞天のなか

に 入ろうとして 自ら 命を 絶っ たようなのである。もちろ ん、 許 翻がそうし たの

は 保命君すなわち茅思 和の「許 翻は 最 終的に 体を 冥界 への変 化にゆだ ね、 張鎮

南の 夜解の方法に 従う こと ができる。そ こで、 魂を 〔地下の 〕 太陰で 涵養し、

暁を地下世界に 保管し、 〔墓の 〕 四霊に 〔体のなかにあった 〕 精を 守ってもらい、

五 老 〔の 神 々 〕 に五 臓を 保存してもらい、 そうして十六年が経ったら、 きっと

〔方 諸仙 島の 〕 東華宮で 私と出 会うだろう」
・
55というお告げ があっ たからかも

しれない が、 それにしても 夜解という方法は張鎮南すなわち張魯に 由来すると

されるものであり、 真人たち が許翻に 授けた上清の教えではなかった。また、

ス ト リ ッ ク マ ン氏は許翻の 死を丹 薬によるものではないかと述べているが •56、

そうだったとすれ ば、「 もし『大洞真経』を 手に 入れたなら、 もう 金丹の方法

は必 要ない。それを 一万 回 唱え 終われ ばす ぐに仙人である」
・57という 裟君の

言葉とはかなり 裏腹だっ た ことになる。そしてそれと同 じ ことは、 上清の啓示

のなかで 末端的地 位に 置かれた 華陽洞天に 彼が 命を 賭してまで 入ろうとした こ

とにもいえる。つまり、 上清の啓示のなかでは、 洞天説や茅君信仰あるいは天

師道の教え、 金丹説を含め、それ以 前からあっ た身近なもの が 新たな啓示によっ

て 次々 と マ ウ ン トされてゆくのだ が、 ただそれはあくまで教説の上での 話であ

り、 実 際の 修行者にとっては マ ウ ン トされた 卑近なものが 現 実 的な 魅力を 失な

うわけではないのである。

注 53 … 「告大茅山亦有小

穴在南面、 相似如ー、 謂之

南便 門。 欣見啓悟、 喜稟

徳 音、 精 誠 注 向、 沐 浴 自

新。 既聞吉 日 、 至時密造」
( 1 8b)。

注 54 … 「清秀螢潔、 糠枇

塵務。 居雷平山下、 修業勤

精、 恒 願 早 遊洞室、 不欲

久停人世。 遂詣北洞告終。
… … く又員詰云従張鎮南之

夜解、 而未審張解之法。 者

老偲云、 橡乃在北洞北石壇

上、 燒香祠拝、 因伏而不起。

明旦視形如生。 此壇今猶存

歴然。 則是故求隠化、 早絶

世塵也〉」 (9 b~1 0b)。

注 55 ・ ・ ・ 「許子遂能委形冥

化、 従張鎮南之夜解也。 所

以挫魂太陰 、 蔵暁子 地、 四
霊守精、 五老保蔵、 復十六

年、 殆親我於東華芙」 （ 『真
詰』巻四 正文、14 b)。

注56 · • ·Strickmann 1979, 
p. 1 38. 

注57 … 「若得大洞員綬者、

復不須金丹之道也。 請之萬

過、 畢便仙也」 （『真詰』巻
五正文、 l l b) 。
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4． おわ り に

最後に以上の内容をまとめておくと、 まず第二節では洞天説および茅君信仰

が形成される過程について述 べた。 先行研究の整理に終始 し た嫌いもあるが、

『白孔六帖』 注の 『茅君内伝』 侠文 を取り上げる こ とによって若干の私見を述

べることがで き た。 次に第三節で述 べたのは、 洞天説および茅君信仰が上清の

啓示においては繰り返 しマウ ントされているが、 現実的には依然と して仙道修

行者を惹 きつける魅力をもちつづけたことである。 そ して筆者と しては、 そこ

に道教における洞天説の特徴がよく現われているのではないかと主張 したい。

茅山の北洞 (201 3 年 3 月 ） 。 許翻は こ こ で最期を遂げた。



すなわち、 洞天は教説のうえでは仙界の末端機関だったが、 山のなかに不思議

な穴が空いているという現実的な説得力によって、 成仙への道に リ ア リ テ ィ を

与えてくれるものだったのではなかろうか。
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